平成２７年度実験実習機器部門利用者会議議事概要

・日　時　平成２７年７月２８日（火）１４：３０～１５：０５
・場　所　挾間キャンパス　研究棟１階会議室
・出席者　小林研究支援分野長，谷川実験実習機器部門長ほか計２４名
《議　題》
· 平成２６年度活動報告について
谷川実験実習機器部門長の司会進行で始まり，資料１に基づき，平成２６年度活
　　動報告としてセミナー実施，機器利用実績について説明を行った。
Ｘ線フィルム利用実績が減少していることは修理ができない可能性が高いため，今

後，イメージャー使用へとシフトしている旨説明した。
· 資料２に基づき２６年度新規・更新・設置機器の説明を行った。

特に細胞内カルシウム動態観察システムについては病態生理学の高成助教の研究指導を受けられることの説明を行った。
· 資料３に基づき，新サービスとして二次元電気泳動と質量分析を用いたタンパク質同定について分子病理学の塚本助教からパワーポイントを使って説明を行った。
· 利用料金の一部改定について資料３－２に基づき大判プリンター印刷料金改定と受付について谷川部門長から説明を行った。学術映像部門の業務だが，実際は実験実習機器部門職員が行っているため，負担軽減も含めての提案を行った。
　 受付ルールについては早急に行っていくことまた，新料金については平成２７年

１０月１日より行うことを提案し了承された。
· 資料３－３に基づき，各種機器の指導教員制度について説明を行った。

◎平成２６年度会計報告については，資料として配付せずに，本会場や後日であれば，実験実習機器部門受付にて閲覧できるようにしている旨説明を行った。

◎アンケートについて，バイオラボセンターの案件だったため，小林副センター長から
　回答を行った。

　●バイオラボ２も含めて新しい利用方法について現在検討している最中です。
●詳細が決まりましたら皆さんにフィードバックさせていただきます。
●現在の実験実習機器部門の職員だけではバイオラボの機器管理も含めた運営は逼

迫することは目に見えているため，各講座から拠出するラボキーパー（仮称）を

検討中です。バイオラボのメンテナンスを複数で行っていきたいと考えています。

●バイオラボ使用者への説明会の開催は検討します。
◎当日の質問について

　●菓子野先生からＢioＰlex利用料金について質問があり，古屋技術専門職員から校正・検定用の試薬代１万円の料金がかかる旨説明を行った。
　　また，測定用キットは各自購入の再確認も行った。

◎夏季休暇に伴う一部業務停止について説明を行った。
◎利用者会議終了後，希望者を対象に見学ツアーを行った。（１５：０５～１５：３０）
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